
３.関連するゴール

日本三景天橋立のあるまち宮津の未来へつなぐチャレンジ～SDGsな観光地づくり、若者から選ばれるまちづくり、資源循環の促進～
自治体名：京都府宮津市

５.自治体SDGs推進等に向けた取組

４.2030年のあるべき姿

共に創る みんなが活躍する 豊かなまち“みやづ”
2030年も活力ある宮津市を実現するためには、宮津市
に住む人、宮津市に関わる人など一人ひとりが、役割や
生きがいを持って活躍することで、持続可能で豊かなまち
にしていくことが必要である。宮津市に関わる人たち（み
んな）が共に話し合い、知恵を絞り、共に力を合わせて
創り上げる（共創する）ことにより実現する。

【経済】観光産業を核とした、地域経済力の高いまち
【社会】一人ひとりが地域に愛着を持ち、地域力が高いまち
【環境】環境にやさしい観光地として世界に認識されるまち

1.地域特性と
課題及び目標

【地域特性】
●京都府北部に位置し、「日本三景天橋立」をはじめ、豊かな自然資源や文化的景観を有する観光都市
●人口は、市制施行の1955年の36,200人から2020年の16,758人と、65年間で人口が半減
●高齢化率は2020年時点で43.3%(全国28.8%)で、人口減少、少子高齢化が顕著
【課題】人口減少、産業の停滞による地域経済の低迷、少子高齢化の進行による地域力の低下、自然環境・歴史・景観の保全・継承
【目標】観光を核とした地域経済の好循環、移住定住促進・関係人口拡大、資源循環の促進を展開することにより、若者に選ばれる

魅力あるまちづくりを目指す。

2.全体計画の
概要

①人口減少・高齢化→②地域経済縮小・雇用の減少→③若年層の都市部流出→①人口減少… というマイナススパイラルからの脱却
に向け、世界から選ばれるSDGsな観光地づくりや観光を核とした地域経済の好循環の創出、若者に選ばれるまちづくりプロジェクトによる
若者の移住定住の促進や関係人口の拡大、資源循環の促進により、持続可能で魅力あるまちづくりを展開する。

6.他地域への
展開見込(普及効果)

若者流出による人口減少や少子高齢化、それに伴う地域経済の疲弊は、全国地方都市の共通の課題である。
本市の人口減少は今後も進むと見込まれ、地域経済を活性化させるには、地域の強みである観光産業を底上げし、観光消費額を
伸ばすことが必要である。本市のこの取組は、同様の強みを持ちつつ、同様の課題を抱える他地域への普及展開性が高いと考える。

世界から選ばれるための環境意識が高いSDGsな観光地づくりを進め、観光産業を核とした地域経済の
振興を図るとともに、子育て環境の充実や移住・定住対策による若者に選ばれるまちづくりを推進する。
全国の市町村初の制定となる「プラスチック等資源循環の促進等に関する条例」に基づき、市民、事業者、
観光客等と連携協力して環境活動などを行うことで、持続可能なまちづくりにつなげる。


